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二次製品耐震性貯水槽
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二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図

図面名称

客先名称

工事名称

上 部 側 版 図

401-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型

3537.4

3856.3

250

240

19
2

140 1
80

16
0

280
182

160
182

25
5

15
8

240 160

280

1
6

50
1
0

1313
12

90
12

15°

15
0

22°

11
°

23°

15
°

2@30°=60°

45°

R2250

11°

23°

R2
25
0

22.5°

3467.7

(2252R上)

3184.8

(2455R上)

6
50

17
5
0 8
00

シール溝

14
0

M16ｲﾝｻｰﾄ

140

(1
9)

M16×50　(10.9)

7
53
5

40

φ１９孔

9
0

継手詳細図

22
.5
°

103
F

102

15
0

23
0

1
40

16
0

2@
1
70

=3
4
0

16
0

2002 3 F
C

80
0

30
0

6
00

（
ラ
イ

ニ
ン
グ

幅
）

D13

"a"

M16ｲﾝｻｰﾄ

1
60

17
5
95

（
ラ
イ

ニ
ン
グ

幅
）

5
0

205

102 103

52 53

35
0

100

A

内面 外面

C

50（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

D13

I

M22ｲﾝｻｰﾄ

10
3

60

14
5

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

A

17
50

6
50

17
50

80
0

シール溝

14
0

30
0

14
0

14
0

G

20
5

(2452R上)

13
5
8
5
16

0
1
40

16
0

2@
1
70

=3
4
0

16
0

DE

D13

200 23

G

8
00

30
0

60
0

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

幅
）

3 200 2

I

H

2@
1
70

=3
4
0

23
0

1
40

16
0

15
0

16
0

1
40

16
0

16
0

8
5

13
5

15
0

2@
1
70

=3
4
0

16
0

30
0～

10
0
0

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

1
60

19
0
80

H

D13

D13

D13

15
0

205

103

10053

B

鉛直継手

102

52

35
0

鉛直継手

外面 内面

D

205

33

(2252R上)

B

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

32
140

1
60

17
5

205

140 32

80 （
ラ

イ
ニ
ン

グ
幅

）

19
0

1
60

50

33

95

5
D10

外面

E

内面

Ｓ＝１／２０上部側版図

１０２０
４ｔ　デ－ハ－アンカ－

５



二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図
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3537.4

3898.7

201201

210105105

201

168

201

210
210

161
241

45°

22
.5
°

11
.2
5°

22°

22°

R2250

11.25°

22°

4@18°=72°

R2250

210

201
20
1

10
5

21
0

23°

11
°

3510.1 (2482R上)

3184.8

下部側版図

B

H

G

9
00

1
75

0

90
0

1
00

0

65
0

35

19
0

80
0

53

ベントナイト系止水材

20
0

133102

″ａ″部詳細図

1
50

M22ｲﾝｻｰﾄ

(s=1/6)

50
0

2
50

シール溝

2
00

15
0

35
0

13
.5
°

35235

200
F

M20ｲﾝｻｰﾄ

8
0
90

16
0

18
5

2
05

1
60

F

″ａ″

M16ｲﾝｻｰﾄ

C

D13

M22ｲﾝｻｰﾄ

(2482R上)

30
0

53

75
0

50

30

103

外面

205

M16ｲﾝｻｰﾄ

60
0

50

10052

（
ラ
イ

ニ
ン

グ
幅

）

102

C

内面

11°

23°

22°

D13

16
0
1
40

16
0
12

0
1
00

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

幅
） A

D13

D13

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

D13

I

D13

M16ｲﾝｻｰﾄ

(2455R上)

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

10
2

10
3

A

(2252R上)

(2252R上)

9
00

1
75

0

10
0
0

65
0

90
0

35

1
75

019
0

19
0

19
0

20
0

16
0

8
0
90

E D

18
5

2
05

1
60

D13

102133

53

80
0G

2
50

50
0

シール溝

35
0

2
00

15
0

235

I

H

9
0
16

0

75

80

27

2
05

18
5

16
0

9
0
16

0
80

87

73

2
05

18
5

16
0

（ラ
イニ

ング
幅）

15
0

D13 D13

12
0

1
00

16
0
1
40

16
0

D13

15
0

205

100 52

102103

30
0

75
0

53

30

B

60
0

鉛直継手

D

外面 内面

（
ラ
イ
ニ
ン
グ
幅
）

Ｓ＝1/20

205

43

113

49

16
0
1
40

49

50

10
0

1
20

16
0

30
0
～

10
00

1
00

1
20

5
0

3
00

1
40

16
0

16
0

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

幅
）

205

11343

（
ラ

イ
ニ
ン

グ
幅

）

16
D10

E

外面 内面

1020

４ｔ　デ－ハ－アンカ－

６



　２）地下水が多い場合底版下に釜場を

　　　４８０ｍｍとって組立てのこと。

　　　設けても可。

　　　て組立のこと。

３１ ３２

　　　鉄筋のかぶりを基準として添わせ

　１）補強筋のかぶりは図示されている

注記

ｒ

加工形状

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

(下
部
側
版
分
割
)

継手金物取付位置

″ａ″

Ｂ

（内径）

Ａ

調整モルタル ベントナイト系止水材

Ｂ

防水モルタル

３５ ３５

Ｓ＝１／３０底版配筋図（Ｐ－２）

二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図

図面名称

客先名称

工事名称

底版配筋図　（Ｐ－2）

401-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型

３５

９

８

12

３

11

５

４

３５

３２３１

２

１

7613

１
６

６０ ６１

 重量(kg/本)

3625〃23625 D6 19

100

(平座金/枚)

鉄筋材質は、異形棒鋼はSD295A以上

1000 D 16

 D

62

61

60

70

50

9PL

M 22

70013

 D

 D

 D

 D

 D

 D

 D

 D

8

9

11

12

10

7

15

16

31

32

14

34

33

2575

1625

1455

1235

19

19

19

19

318519

405

6000

3640

16

16

19

1000直筋

SD295A以上

SS400

8.8以上20

20

40

側版と同時搬入

工場加工品として

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

B r=2260  L1=6000

B r=2260  L2=3640

4

4

4

4

2

4

2

1

2575

1625

1455

1235

405

 D

 D

 D

 D

 D

 符号

2

4

3

5

1

径及び長さ

4485

4200

4375

3955

4545

19

19

19

19

19

 加工寸法

〃

〃

〃

〃

直筋

本数

4

4

4

4

2

4485

4200

4375

3955

4545

8.156

1.560

4.8

9.8

27.9

0.49

0.697

14.6

3.6

18.7

5.7

5.794

3.656

2.779

3.274

0.911

5.678

9.360

総重量

20.5

40.4

37.8

39.4

35.6

10.091

9.450

9.844

8.899

10.226

 備  考

2270

35

13  D 19

11.1

2270

16

2 〃

鉄筋合計

(D1６) 小計

(D19) 小計

5.108

329.5

49.4

25.0

280.1

10.2

3185

底版材料表（Ｐ2）

7.166

13.1

23.2

14.3

16.3

６１

インサ－ト

″ａ″部詳細図

ベントナイト系止水材

６２

６０

３１ ３２

Ｄ１９

５
０

ｔ６．４

鋼製ピット
（Ｓ＝１／２０）

１
２

5
5
0

６

８

※外面は錆止めのみとする。

745 1505

50
50

0

745

205205

1505

35

37
0

17
0

20
0

25
0

62
0

35 2250 2250

6.4 6.4

55
9

61

８

９

６

４

５

７

３５

３２３１

１２

１１

１

２

３

１
４

１
６

16
0

16
0

160 160

17
@2

50
=4

25
0

17@250=4250

480

L2

L1

35

70

35

50 50

100

118

R42

292

24
.5

25
.5

9

71
76

R4
2

163

51
.5

80

25

35

10

17
0

20
0

62
0

54
0

Φ4570

Φ６４７．６

4.5°

4@18°
=72°

13.5°

4@
90
°
=3
60
°

Φ4500

Φ660

Φ4570

Φ647.6

Φ24 孔

※鋼製ピット内面：タ－ルエポキシ樹脂塗装、３００μ以上

Φ６８０

Φ６６０．４

１５°

Ｄ２２×５６３

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

× ×

×

ｺﾝｸﾘｰﾄはσck=24N/mm2以上

　３）　　　　の鉄筋はラップ長

７



二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図

図面名称

客先名称

工事名称

防水要領図（Ｍ－2）

401-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型

1
0

5

コ－キング，ライニング，水膨張性ゴム　止水材詳細　　Ｓ＝１／５

コ－キング

側版側 ベントナイト系止水材

底版側

50

6 6

5 5

50

外面

内面

水膨張性ゴム

Ａ

6
6

Ｆ１，Ｆ３（端版）

コ－キング

510

Ｄ

側版側

頂版側

Ｃ

プライマ－＋ライニング（ポリウレタン樹脂１層のみ）

150

150

コ－キング

5

1
0

5
5

1
0

5

プライマ－＋ライニング
50150

66

水膨張性ゴム

Ｆ１，Ｆ３

内面

外面

Ｂ

下地処理　：　コ－キングと同仕様

樹　脂　　：　ポリウレタン樹脂

樹　脂　　：　ポリウレタン樹脂、クロス　：ガラスクロス

一液弾性シーラント　または、同等の性能を有するもの

下地処理　：　ワイヤ－ブラシ等でレイタンスを除去後プライマ－塗布

Ｄ

底版

ライニング

水膨張性ゴム

コ－キング

頂版Ｆ２

Ｍ１６ｘ５０　 10.9

　　Ｍ２２

Ａ Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｆ２

プライマ－＋ライニング

Ｂ

頂版Ｆ１

名　　称

凡　例

（内面側は、ポリウレタン樹脂１層のみ）

防　水　材　の　種　類

φ70

φ50

頂版、側版取合い部

6
0

継手箱抜き部

無収縮モルタル充填要領

　　Ｍ２２

（Ｍ-２）防　水　要　領　図

頂版Ｆ１

無収縮モルタル充填

　　Ｍ２２

水膨張性ゴム

頂-側版間用 Ｍ２２ｘ２８０ （ネジ切長 ５０mm以上、Ｗ１） ４．６ １２

補助セグメント組立ボルト（使用時のみ）

Ｍ１６ｘ５０（全ネジ、Ｎ１，Ｗ２）

Ｍ２０ｘ５０（全ネジ、角座金１）

Ｍ１６ｘ５０（Ｗ１）

Ｍ２２ｘ５０（全ネジ、Ｗ１）

側-補助セグ間用

補助セグ間用

底版アンカー用

符　　　号

側-側版間用

名　　称

３２

１６８．８

８．８

５６

２０

個　数材　質

８．８

１０．９

本体組立ボルト（Ｍ２）

長ボルト　Ｍ２２ｘ９００（両端ネジ切 １００mm以上、Ｎ１、角座金１）

Ｍ２２ｘ５０（全ネジ、Ｗ１）

符　　　号

吸管投入孔用

頂-頂版間用

名　　称

８

１０

個　数

４．６

８．８

材　質

８



二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図

図面名称

客先名称

工事名称

梯子図（M-1、P-1）

　　　（M-2、P-2）

401-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型

梯子図（Ｍ-1、Ｐ-1）（Ｍ-2、Ｐ-2）

＠
3
2
5

防水モルタル

鋼製ピット
　　　　　　　　　　　　　４５００

注　記

１．本梯子は全長（Ｌ寸法）　　　　ｍｍで現場搬入

およびＬ部は現場合わせになります。

２．梯子の材質は、亜鉛梯子、アルミ梯子を可とする。

されますので，現場でＧ部を切断し，　ａ，ｂ部

吸管投入孔部取付詳細
Ｓ＝１／１０

梯　子　図 3
2

Ｓ＝１／１０

R300

R430

φ600

2
2
8

*
ａ

1
0
0

Ｃ

4
6
0

3
6
4

梯子
Ｇ

掛け金具φ２２

Ｍ１６ステンレスインサ－ト
Ａ

*
　
Ｌ

連結立管

（酢酸ビニ－ル）

Ｇ部

　　端　部

Ｄ

Ｄ

Ｃ

*
ｂ

防水モルタル

Ｇ．Ｌ

　横さん

（ＦＲＰ）

3
2

300

（ＳＵＳ３０４）

2
2
8

200

Ｆ Ｆ

　支　柱

（ＦＲＰ）

Ｍ８六角ボルト

（ＳＵＳ３０４）

（ＳＵＳ３０４）

　掛け金具

E

E

2
5

52

Ｆ－Ｆ

　　フック

Ｍ２２ボルト
平座金小形角

R3

364

Ｓ＝１／５

Ｅ－Ｅ

φ22

3.5

3
.
5

梯子詳細

2
6
3
0

1
7
5
0

3
5
0
0

1
7
5
0

（セグメント内径）

φ4500

950

D

D
+
3
0
0

3
0
0

Ａ
Ｇ

φ600

Ｇ．Ｌ

ＬＣ

３．D寸法は土被り厚を示す。

*
b

@
3
2
5

2
2
8
*
ａ2
5

９



     　補助セグメント図

Ｈ断面
主桁　ＰＬ９

４－C１９穴

F

H

6

縦リブ　ＰＬ９

I

　ＰＬ３．２

スキンプレ－ト

ＰＬ９

継手板

E

（5）

Ｅ断面

22.5°

主桁　ＰＬ９
1942

補強板　ＰＬ９

3

6

100-3003

G

Ｉ断面

23
5

（5）

Ｒ
２
４
８
５

Ｒ
２
２
５
０

Ｒ
２
３
７
０

”Ｃ”

”Ｂ”

２－φ４０穴

Ｓ＝１／１０

４０１型 （Ｈ＝700）

T.W =1138.7kg

〃

〃

〃

材　　質

ＳＳ４００以上

〃

〃

ＰＬ９x２３２x７００2

ＰＬ９x２３２

ＰＬ９x２３２

ＰＬ９x２２５x２２５

ＰＬ９x２２０x６８２

6

5

3

4

ＰＬ３．２x６９２x１９４２

名　称・型　式・寸　法

材　　料　　表

符　号

1

183.616

169.6

28.6

243.4

243.4

8

16

8

16

270.1

総　重　量総　　数

8

備　考

２．補助セグメントは，仮設材のため無塗装です．

３．補助セグメントを、軟弱地盤に施工する時は

１．補助セグメントは．沈設時にヒ－ビング，ボイリング等が

　　補助セグメント高さを変更してもよい。

　　予想される現場に据え付け対処する部材です．

注　　記

Ｇ断面Ｆ断面

補助セグメント間取り合い

）ｔ

ＪＩＳＢ１２５６

3

Ｓ＝１／２

”Ｂ”部

6

Ｓ＝１／２

”Ｃ”部

Ｍ２０インサ－ト

下部側版，補助セグメント取り合い

角座金（５２×C１８×４．５

Ｍ２０\U+00d7５０　ボルト（８．８）

Ｍ１６×５０

ボルト，ナット（８．８）

丸平座金

PL9PL9

２－φ４０穴

PL9

PL3.2

PL9

PL9

加工図

４－C１９穴

８ピース分

〃

〃

〃

〃

〃

二次製品耐震性貯水槽

参考図・検討図・材準図・製作図

図面名称

客先名称

工事名称

補助セグメント図　（H=700）

401-Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ型

5

6

4

1 2 3

継手板

スキンプレ－ト
主桁

継手板（主桁）

6

5

4

3

2

1

9
15°

11.25°

225

225

15°

45°

11.2
5°

15°

3

9

232
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235

4
00

2
2
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225

(1883)

4
0
0

9

9

9

23
1.
8

R2
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0

9
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0

23
1.
8

1942
(1883)

6
8
2

7
0
0

6
9
2

5
0

50 50

5
0

5050

232 220

9 220 4

9

4
69

2

68
2

50
5
0

70
0

6
00
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